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6　子牛の脊髄白質の髄鞘内水腫（先天性を疑う）
〔亀位　徹（和歌山県）〕

黒毛和種，雄，40 日齢，斃死例（死後約 5時間）．和
牛繁殖農家で，2013 年 11 月 1 日生まれの子牛が出生直
後から虚弱で全身が振戦する神経症状を示し，起立不
能を呈した．初乳給与や哺乳介助等を行ったが，起立不
能のまま 12 月 10 日に斃死した．
剖検では，大脳の血管が充うっ血し，腸間膜リンパ節
が腫大していたが，その他臓器に著変はなかった．
組織学的には，脊髄の腹索・背索・側索に左右対称性
に小空胞形成があり（図 6），その程度は頸髄より腰髄，
また腹索が重度であった．マクロファージ浸潤や膠細胞
増生等はなかった．クリューバー・バレラ染色とボディ
アン染色により小空胞形成部でルクソール・ファスト青
の染色性が低下していた．免疫組織化学的染色で，一部

の小空胞内に抗ヒト ニューロフィラメントプロテイン  

マウスモノクローナル抗体（Clone：2F11，200 倍希釈，
DAKO）に陽性に染まる軸索が検出され，多くの小空
胞形成部の軸索周囲で抗ヒト ミエリン塩基性タンパク
（MBP）ウサギポリクローナル抗体（256 倍希釈，
DAKO）の染色性が低下していた．また，透過型電子
顕微鏡検索で，小空胞形成部において髄鞘の層板構造が
消失・断裂し，空胞あるいは髄鞘が拡張する髄鞘内水腫
が観察された．
病原検索により，病原細菌やウイルスは分離されず，
牛ウイルス性下痢・粘膜病及びアカバネ病のウイルス遺
伝子も検出されなかった．
本症例は髄鞘形成異常であり，出生直後から症状が出
現していたことから先天性であることが疑われた．

7　牛の粘膜上皮の腺腫様過形成と多核巨細胞浸潤を伴
う好酸球性鼻炎（慢性アレルギー性鼻炎）

〔丸田哲也（宮崎県）〕
繁殖牛（黒毛和種），2歳齢，雌，鑑定殺．母牛 30 頭
規模の黒毛和種繁殖農場で，2013 年 1 月から膿性鼻汁，
呼吸困難を呈し，鼻腔内にカリフラワー状腫瘤を認め，
抗生剤投与には反応せず，ステロイド剤投与により回復
した．生検で好酸球性炎症による鼻粘膜腫瘤と診断し
た．ステロイド剤投与中止により症状が再発し，2014
年 2 月 25 日に予後不良のため病性鑑定が実施された．
剖検では，鼻梁の膨隆，膿性鼻汁，左右の鼻腔内の鼻
孔から咽喉頭にわたり連続した腫瘤が充満し，鼻甲介を
圧迫して鼻道が狭窄していた．腫瘤は，鼻中隔を基部と
したカリフラワー状で黄乳白色斑状を呈していた．
組織学的に，鼻腔内腫瘤では，粘膜上皮の過形成，粘
液カタル，粘膜上皮層及び固有層への好酸球の高度浸潤
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図 6　子牛の脊髄白質の髄鞘内水腫（先天性を疑う）
腰髄髄質に多数の空胞が形成されている（HE染色　

Bar＝50μm）．
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血清（4,096 倍希釈，動衛研）に対する陽性反応がみら
れ，抗 Streptococcus suis血清型 33 型参照株と近縁な
既知の種に属さない連鎖球菌属菌家兎血清（2,048 倍希
釈，長崎県）に対する陽性反応が，グラム陽性菌やマク
ロファージに一致してわずかに確認された．
細菌検査で肺膿瘍からP. multocida血清型A：3（4.0
×105/CFU），S. suis（9.0×106～1.2×107/CFU）が分
離され，遺伝子解析の結果，S. suisは血清型 33 型参照
株と近縁な既知の種に属さない連鎖球菌属菌と同定され
た．マイコプラズマ検査及びウイルス検査は陰性であっ
た．
本研修会の討論においては，既知の種に属さない連鎖
球菌属菌が分離された点が重要視され，標記の診断名と
なった．

9　牛の Histophilus somniによる小葉間結合組織の
高度な水腫を伴う化膿性壊死性気管支肺炎

〔平澤康伸（滋賀県）〕
黒毛和種，雌，約 10 カ月齢，斃死例（死後約 8時間
経過）．2013 年 9 月に県外から導入した育成牛が，10
月 16 日に前兆なく斃死し，同日病性鑑定が実施された．
剖検では，気管の分岐部に血餅貯留，粘膜赤色化，胸
腔で肺と胸壁との癒着，黄色フィブリン析出がみられ
た．肺では小葉間間質の拡張と水腫が認められ，割面は
大理石紋様状を呈していた．心囊では心囊水貯留，肺と
の癒着，肥厚及び黄色フィブリン付着が認められた．
組織学的には，肺の小葉間結合組織に高度な水腫，リ
ンパ管拡張，好中球浸潤及び軽度な線維素析出が認めら
れ（図 9A），グラム陰性桿菌塊が散見された．小葉には

が観察された（図 7A，B）．粘膜固有層深部では好酸球
浸潤とともに多核巨細胞が散見された．PAS反応，ギ
ムザ染色，チール・ネールゼン染色，グロコット染色，
ワーチン・スターリー染色では，病変部に菌体は観察さ
れず，トルイジン青染色では異染性を示す少数の炎症細
胞が確認された．
細菌学的検査では，鼻腔内腫瘤，鼻腔内スワブから

Pasteurella multocida，Pasteurella trehalosi，True-

perella (Arcanobacterium) pyogenesが分離された．
病変形成には，アレルギー応答が関与したと推察され
た．

8　Pasteurella multocida及び Streptococcus suis

血清型 33 型参照株と近縁な既知の種に属さない連鎖
球菌属菌が分離された線維化と気管支拡張の高度な慢
性化膿性気管支肺炎

〔髙井　光（石川県）〕
ホルスタイン種，雌，13 カ月齢，斃死例（死後約 12
時間経過）．2013年12月4日，急性鼓張症を発症，16日，
斃死．剖検では肺の左右前葉前部は癒着し，バスケット
ボール大で波動感ある膿瘍形成がみられ，同部の割面か
らは白色膿汁が多量に流出した．
組織学的に膿瘍に隣接した肺葉では気管支拡張がみら
れ，腔内には好中球，マクロファージ及び多核巨細胞が
浸潤し，多数のグラム陰性桿菌と少数のグラム陽性球菌
が観察された（図 8）．小葉間間質及び肺胞壁では結合
組織の増生，リンパ球及び形質細胞の浸潤が認められ
た．免疫組織化学的染色では，グラム陰性菌に一致して
抗 Pasteurella multocida A，B，D，E，F型混合家兎

図 7　牛の粘膜上皮の腺腫様過形成と多核巨細胞浸潤を伴
う好酸球性鼻炎（慢性アレルギー性鼻炎）
A：粘膜上皮の過形成，粘液カタル，固有層の水腫と
細胞浸潤（HE染色　Bar＝200μm）．

B：固有層の好酸球浸潤と多核巨細胞の浸潤（HE染
色　Bar＝25μm）．

Ⓐ

Ⓑ

図 8　Pasteurella multocida及び Streptococcus suis血清
型 33 型参照株と近縁な既知の種に属さない連鎖球菌
属菌が分離された線維化と気管支拡張の高度な慢性
化膿性気管支肺炎
膿瘍に隣接した肺における気管支拡張と小葉間間
質及び肺胞壁における結合組織の増生（HE染色　
Bar＝200μm）．
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管反応が認められた（図 10A，B）．増生した線維はア
ザン染色及び PTAH染色により膠原線維と確認された．
肝細胞に異常は認められなかったが，類洞の拡張が顕著
であった．肝門リンパ節では髄洞に線維化や水腫性変化
が認められた．脾臓では白脾髄の軽度萎縮，十二指腸で
は筋層の肥厚，心臓では住肉胞子虫の軽度寄生が観察さ
れた．
血液検査では，WBC 22,700/μl，リンパ球率 85％

（うち異型率 44％），RBC 624 万 /μl，TP 6.6mg/dl，
GOT 159U/l．血清の牛白血病ウイルス抗体は陽性で
あった．
以上のことから，本症例は牛の肝蛭症（後期）が疑わ
れた．

11　牛の肝小葉の低形成と肝線維症
〔勝井一恵（大阪府）〕

牛，交雑種，雌，死産（0日齢）．2014 年 1 月に飼養
頭数約 40 頭の酪農家において，分娩予定日より 2～3
日遅れて死産子が娩出され，病性鑑定を実施した．母牛
及び同居牛に異常は認められなかった．
剖検では，体格は小さく，腹水及び胸水が貯留し，心
室中隔欠損及び右心室拡張の心奇形がみられた．肝臓は
硬結感があり，そら豆大の血腫が 3カ所に認められた．
組織学的には，肝臓では小葉が概して小さく，小葉間
結合組織に線維性結合組織の増生が認められ，小葉が明
瞭化していた（図 11）．線維性結合組織の増生により肝
細胞索の配列は不整となっていた．また，胆管の増生及
び胆汁のうっ滞がみられた．肺では小葉間結合組織に軽
度な水腫及びうっ血がみられた．その他の臓器に著変は

燕麦状細胞層によって包囲された広範な凝固壊死が認め
られ（図 9B），肺胞壁にうっ血，好中球やマクロファー
ジの浸潤及び漿液貯留が観察された．細気管支腔内には
軽度な好中球浸潤と線維素析出が認められた．心囊で
は，高度な水腫と好中球浸潤及び中等度の線維素析出が
観察された．気管では，粘膜下織から筋層にかけて広範
な出血，粘膜固有層に中等度のうっ血及び出血が認めら
れた．抗牛 Histophils somniマウスモノクローナル抗
体（5,120 倍希釈，動衛研）を用いた免疫組織化学的染
色により，肺のグラム陰性桿菌に一致して陽性反応が認
められた．
病原検索では肺から H. somniが分離された．
本症例では，小葉間結合組織の水腫性拡張が高度であ
ることが注目され，標記の診断名となった．

10　牛の肝臓における高度な線維化と細胆管反応
〔万所幸喜（京都府）〕

ホルスタイン種，雌，29 カ月齢，鑑定殺．約 50 頭を
飼養する酪農家で，26 カ月齢の搾乳牛が 2013 年 11 月
上旬から食欲不振から食欲廃絶がみられ，加療に反応せ
ず，2014 年 2 月下旬に病性鑑定が実施された．当該牛
は預託により府外で育成されていた．
剖検では，軽度の削痩，肝臓の腫大と被膜の白濁，左
葉を中心に樹枝状からこぶ状に肥厚した胆管が認められ
た．肝小葉は小葉間結合組織の増生により明瞭化し，肥
厚した胆管内に砂粒状異物が確認された．肝門リンパ節
は軽度に腫大していた．その他の臓器に著変は認められ
なかった．
組織学的に，肝臓全域で小葉間の高度な線維化と細胆

Ⓐ Ⓑ
図 9　牛の Histophilus somniによる小葉間結合組織の高

度な水腫を伴う化膿性壊死性気管支肺炎
A：小葉間間質が高度に拡張している（HE染色　

Bar＝200μm）．
B：燕麦状細胞からなる厚い細胞浸潤層に包囲された
凝固壊死（HE染色　Bar＝200μm）．

Ⓐ

Ⓑ

図 10　牛の肝臓における高度な線維化と細胆管反応
A：小葉間間質が高度に増生している（HE染色　

Bar＝200μm）．
B：細胆管反応（HE染色　Bar＝50μm）．
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剖検では，眼球突出がみられ，肝臓では胆囊が 2個認
められた．心臓では心囊水の貯留，左心壁の肥厚，肺動
脈弁の直下に心室中隔欠損が認められた．
組織学的に，肝臓では，小葉間結合組織の小葉間動脈及
び無秩序な小血管の増生と迂曲が認められた（図 12A）．
肝細胞は核が膨化し，空胞を形成する像（核糖原）が高
頻度に認められた（図 12B）．まれに肝細胞質にスリ硝
子様封入物が存在した．中枢神経系では，全域に空胞変
性が認められた．病変は両側性で，大脳では皮質深層及
び内包の灰白質境界，間脳，小脳，橋及び延髄では神経
核周囲，脊髄では背角を除く灰白質が重度であった．
本症例は剖検時に短絡血管の存在は確認されておら
ず，肝臓の小葉間結合組織において明瞭な小葉間静脈が
認められることから，肝臓における血管系の変化は微小
血管異形成と考えられた．中枢神経系における空胞変性
の形態及び病変分布から，本症例は肝臓の微小血管異形
成による肝性脳症が疑われた．

（次号につづく）

みられなかった．
病原検査では，細菌学的検査及びウイルス学的検査と
もに陰性であった．
以上のことから，本症例は牛の心室中隔欠損と先天性
肝線維症と診断された．また，他の臓器に著変がみられ
なかったことから，心奇形と肝線維症発生との関連性は
不明とされた．肝臓病変はPunch calf syndrome（PCS）
に類似するとの指摘があったが，本症例では PCSの特
徴とされる顔面異形を欠く点などの相違点があった．

12　子牛の肝細胞核糖原を伴う微小血管異形成
〔大泉卓也（長野県）〕

ホルスタイン種，雌，2カ月齢，鑑定殺．乳牛約60頭を
飼養する酪農家において，2014 年 1 月より当該牛が虚
弱，軟便，呆然佇立，後肢 X脚を呈し，歩様蹌踉がみ
られた．子牛は予後不良と判断され，3月 3 日に病性鑑
定が実施された．

図 11　牛の肝小葉の低形成と肝線維症
肝小葉が小さく，小葉間結合組織が増生している

（HE染色　Bar＝200μm）．

図 12　子牛の肝細胞核糖原を伴う微小血管異形成
A：肝臓グリソン鞘において小血管が増生し迂曲して
いる（HE染色　Bar＝100μm）．

B：肝細胞の核糖原（HE染色　Bar＝25μm）．

Ⓐ

Ⓑ


